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郷新町・武藤栄蔵、山三郷井谷・山口助之進」と定住地方の見出しで「梨平・土方幸四郎、野沢・叶沢留四
郎」の計４名の名前があり、地方御家人の総計は 153 人とあります。会津藩の軍制を見てみますと、朱雀隊・
青龍隊・白虎隊などの正規隊の他に多くの小隊があり、その中に構成員が郷士
の奇正隊がありました。奇正隊は郷士約 150 人の隊で地方御家人の総計が 153
人と人数がほぼ合います。郷士は他藩にも存在し、献金や新田開発などの手柄
で身分を得た人たちもいたようです。ですが、主に元々は武士であり、主君が
滅亡した後、仕官できなかった（しなかった）ため農民となりましたが武士の
身分は認められていました。これからも「郷士＝地方御家人＝拾石作地方の者」
で、「拾石作地方の者の形（拾石作地方之形の者）」＝元々は武士ではないが献
金などで武士身分扱いになった者ということがはっきりします。
　地方御家人（拾石作地方の者）は農民の格好で大小の刀を腰にさしていて
〇〇様などと農民から呼ばれていました。平時は農民ですが戦時は武士として
戦場に出陣したのです。　　　　　　　　　（参考文献：西会津町史第１・３巻）
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地
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方御家人・拾
じっこくつくりじかた

石作地方の者・拾石作地方の形
かたち

の者
前号の課題「拾石作地方の者」と「拾石作地方の形の者（拾石作地方の者の形）」との違いが何かを探っ

てみましょう。
【証明①】安政 6年 (1859)「野沢肝煎六名金子差上げ、拾石作地方の者の形をもって永々帯刀御免」という
資料があります。この資料は藩財政が大変なことを察し、献金をした石本友之丞・満田平兵衛・石川市十郎・
大槻庄治衛門・山形武兵衛・鈴木祖三郎に「拾石作地方の者の形」で永代帯刀を許すという藩の許可状です。
藩に献金をすると「拾石作地方の者」の「形（形式）」で帯刀を許し身分も武士扱いにするということです
から、「拾石作地方の者」は以前から武士扱いの身分であったことになり、「拾石作地方の者＝地方御家人」
の関係が成立します。「拾石作地方の者の形（拾石作地方之形の者）」の人達は５～８人程度の班構成で１～
２週間前後の期間、交代で関門（越後方面の街道に設けられた守備所）の守備についていたようです。しか
し、実際に前線の関門の守備をしてみると想像していた内容と異なり、その後の藩からの出陣要請には消極
的で断り状を出している例もありました。
【証明②】慶応 2年（1866）「御郡中地方御家人名前書帳」によると西会津町内の地方御家人として「山三
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